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  はげしいはげしい吹雪の中を 
  私は学校から坂を走って降りて来た。 
  まっ白になった柳沢洋服店のガラスの前 
  その藍いろの夕方の雪のけむりの中で 
  黒いマントの女の人に遭った。 
       （中略） 
  （何だ、うな、死んだなんて 
   いい位のごと云って 














  二疋の大きな白い鳥が 
  鋭くかなしく啼きかはしながら 
  しめつた朝の日光を飛んでゐる 
  それはわたくしのいもうとだ 
  死んだわたくしのいもうとだ 
  兄が来たのであんなにかなしく啼いている 
     （それは一応まちがひだけれども 





























  浅小竹原 腰なづむ 空は行かず 足よ行くな 
とうたひたまひき。又其の海塩に入りて、なづみ行きましし時、歌日ひたまはく、 
 海処行けば 腰なづむ 大河原の 植ゑ草 海処は いさよふ 
とうたひたまひき。又飛びて其の磯に居る時、歌日ひたまはく、 
  浜つ千鳥 浜よ行かず 磯伝ふ 
とうたひたまひき。 






  おきさきたちがうちふして嘆き 
  そこからたまたま千鳥が飛べば 
  それを尊のみたまとおもひ 
  芦に足をも傷つけながら 
  海べをしたつて行かれたのだ） 












































































































































































  （二川ここにて会したり） 
  （いな、和賀の川水雪代ふ 
   夏油のそれの十なれば 
   その川ここに入ると云へ） 
 
  藍と雪とのうすけぶり 
  つらなる尾根のかなたより 
  夏油の川は巌截りて 
  ましろき波をながしきぬ 
 
               （校本・宮沢賢治全集・第五巻・文語詩 未定稿）   






















  館は台地のはななれば 
  鳥は岬の火とも見つ 
  香魚釣る人は藪と瀬を 
  低くすかしてわきまへぬ 
 
  鳥をまがへる赤き蛾は 
  鱗粉きらとうちながし 
  緑の蝦を潛しつつ 
  浮塵子あかりをめぐりけり 
 






























































































・ 『校本 宮沢賢治全集第２巻』・筑摩書房・1985年 
・ 『   同第四巻     』 
・ 『   同第五巻     』 
・ 『   同第八巻     』 
・ 『   同第十巻     』 
・ 『   同第十一巻    』 
・ 『   同第十四巻    』 
・ 「日本史辞典」・歴史教育研究所編・旺文社・1978年 
